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例会発表要 旨 第172回2002.7.27 『デザイ ン理論』41/2002

フ ラ ン ク ・ロイ ド ・ライ トの有 機 的 空 間 ヴ ィ ジ ョンの成立

浮世絵版画 の影響を中心 に

小関利紀也/高 岡短期大学名誉教授

1.与 え られ た 課題

ライ トは1900年 頃 か らプ レー リー ・ハ ウ ス,

1904年 に ラーキ ン ・ビル,1906年 にユ ニ テ ィー

教 会 と,世 界 に 先駆 け て モ ダ ン ・デザ イ ンの

金 字 塔 を う ち立 て た が,1910年 にベ ル リンで

発 表 され た,そ れ ま で の作 品 の展 覧 会 と作 品

集 は,ド イ ッ,オ ラ ンダ,ベ ルギ ーに広 範 な

影 響 を 及 ぼ した の で あ った。 欧 米 に未 だ空 間

の意識 が な か った19世 紀 末 に,こ の 空 間 の デ

ザ イ ンは如 何 に して成 立 したの か?

ライ トの建 築 空 間 の成 立 に は,1893年 の シ

カ ゴの コ ロ ン ビア博 覧 会 に出 展 され た 日本 の

鳳 凰殿 の影 響 が指 摘 され るが,そ の具 体 的現

れ はプ レー リー ・ハ ウスで あった り,ユ ニテ ィー

教 会 で あ った り,ラ ー キ ン ・ビル の 『箱 の破

壊 』 の発 想 で あ った り,い ず れ も博 覧 会 か ら

か な り遅 れ た時 期 の ことで,そ こに至 る影 響

関係 の曖 眛 さが 残 る の は否 定 出来 な い。 そ れ

に ライ ト自身 は,日 本 建 築 の この時 期 の影 響

を,繰 り返 し否 定 して い るの で あ る。

そ こで ライ トのそ れ 迄 の 建築 思 想 を見 る必

要 が あ るが,も と も と ライ トの有 機 的建 築 の

思 想 は,そ の敬 愛 す る師 サ リヴ ァ ンの"有 機

的"の 考 え に基 づ く もの で あ った。 サ リヴ ァ

ンは,人 間 の精 神 的 な もの も身 体 的 感 覚 の高

め られ た もの,と す る触感 的 な機 能 主 義 形 体

観 か ら,伝 統 的 な イ マ ジネ ー シ ョ ンの芸 術 を

否 定 し,ま た プ ラ ス テ ィ ッ クな量 塊 に集 中 し

て,建 築 空 間 の 創 造 に は消 極 的 で あ っ た。

この サ リヴ ァ ンの 有機 的思 想 を共 有 した ラ

イ トが,イ マ ジ ネー シ ョ ンに よ る伝 統 的 芸 術

を否 定 した の も当 然 で あ ったが,ラ イ トは建

築 の芸 術 的 価 値 に対 して無 関心 で あ る こ と は

出来なかった。そしてまた,こ うした彼が独

自の有機的建築の空間思想を,如 何にして発

展させ,実 現することが出来たのであろうか。

II.摸 索

シカゴ博覧会前の1890年,オ ーク・パーク

に建てられたライ トの自邸には,入 り口の間,

居間,食 堂の開口部で連なった"流 動的な空

間"(K.キ ルシュ)が 認められている。

もっとも,ラ イ トが この自邸で作 り出した
"流動的な空間"は

,サ リヴァンの教えその

ままに 「人間の身体を尺度として,家 全体を

標準の身長に合わせ」て,(『 自伝』)行 動の

流れの結果 として実現 したものであった。け

れども,こ うした触覚的な空間は,現 代的空

間としては成立 しない。

後 にライ トはこうした触覚的空聞の建物を

否定して 「建物を洞窟としてではな く,開 か

れた視野,外 部の視野,内 部の視野にかかわ

る広い掩蓋として見始めた」(『有機的建築』)

ことを述べている。

ライ トが繰 り返 し日本建築の影響を否定 し

たのも,当 時のライトには,日 本建築の視覚

的空聞を認める芸術感覚が働かなかったので

はなかったかと考えられる。そうであればラ

イ トはその触覚的建築空間に,如 何にして現

代の視覚を取り込むことが出来たのだろうか?

そればかりではない。サリヴァン同様に非

有機的として,伝 統的なイマジネーションの

芸術的価値を否定 してしまったライ トには,

様式 とは何か?新 しい芸術的価値を何処に見

出だしたらよいか?が 深刻な問題であった。

この当時,パ ラディァン・コロニァノヒ テユー
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ダ ー等 と"地 獄 の"摸 索 を続 け,様 々 な様 式

を渉 猟 して いた ライ トの,自 邸 内 部 の状 況 は

B.B.フ ァイ フ ァー に よ って,「 これ ら は全 て

信 じが た い ほ どの混 乱 の 中 に寄 せ 集 め られ て

お り,す ぐ に この若 き建 築 家 の特 徴 とな る シ

ンプル さ と静 け さは不 思 議 な こ と に こ こに は

見 られ な い」 と述 べ られ て い る。

皿.浮 世絵 との邂逅

その頃,1892年 とライ トは言 うが,「 新 し

い芸術価値を指 し示す光」(『版画とルネッサ

ンス』)と して現れたのが浮世絵であった。

ライ トは浮世絵に強い視覚性を認めている

が,あ る時からこの視覚的な浮世絵に,通 常

の生活表現を意図 して 「人間の触感によって

とらえられ,具 現された,我 々が精髓,卓 越

の証しとす る内的調和の標準」(『日本の版画

一 一っの解釈』)を 認めるようになり,こ

こに芸術の真実があることを理解する。

現代の空間論によれば,空 間の知覚は視覚

と触覚の整合の過程で成立するが,ラ イ トは

浮世絵に触感 と統合された視覚的空間の感覚

を見出だ して,"有 機的としての単純さ"と

呼び,そ の新 しい感覚が1893年 頃から次第に

頭の中で形成され始めたこと(『自伝』)を述

べている。そしてこの 「完全な統合性の顔と

見られる"有 機的単純性"の 理想」が 「当然

のこととして全ての調度品を排除し,古 い家

具や全てのカーペット,大 部分のカーテンを,

不適切あるいは表面的装飾として否定」(『有

機的建築』)す ることになったと言う。

1895年 の自邸の改築の結果は,ま さにこの

言葉のとお りに,突 然の著 しい変化を示 し,

「小さな装飾品,染 織柄,美 的な襞 をとった

ショールやカーテンの優雅な効果は取 り払わ

れて,食 堂は単純で明快になり,居 間には空

間の高さの遊びが取 り入れられ,子 供の遊び

部屋は視覚的な純粋空間の始まりを示すもの」
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(K.キ ル シ3)と な って い た の で あ る。

IV."単 純化の真理nとN有 機的統合性"

後にライトは自伝で,浮 世絵の 「版画 は読

者の想像以上に私を語 って くれる。 もし私の

教育か ら日本の版画を差 し引いたら,全 体が

どの方向をとったか私には解 らない。芸術に

おいて無意味なものを取 り除 くという版画が

説 く教えは,立 体主義や未来主義を発展 させ

たフランスの画家たちに理解されたように私

の建築に理解 された」 と記 し,『 日本の版画

一 一つの解釈』では 「ドイツとオース トリ

アのゼツェッシォンは,こ の芸術の影響をう

けて"単 純化の真理"を,そ して芸術作品の
"有機的統合性"が 美の基本法則であること

を学んだ」 と言 うが,こ れはとりわけライ ト

自身にとっての真実であった。

ここで言 う有機的統合性とは 『建築のため

に一1』 で 「建物の制約における特有の問題

の解決と,芸 術的表現力の様式化の統合」で

あるとされていで,ラ イ トが浮世絵 に,サ リ

ヴァンと共有する有機的な触覚的建築の世界

と,浮 世絵の視覚的表現の世界との統合 によ

る空間のヴィジョンを認め,そ れを有機的統

合性と呼んだことが理解される。

そしてまた,無 意味なものの除去,単 純化

の真理 と呼ばれたものは,こ の有機的統合性

の単純化,明 確化に他ならず,こ こに 「有機

的単純性の理想」が成立す るが,ラ イ トの

「建築において理解された」無意味なものを

取り除 く浮世絵の教えとは,ラ イ トが浮世絵

に見出だし,そ の建築において実現 した有機

的空間のヴィジョンの純化であった。この時

には既に,鳳 凰殿の視覚的空間はライトの眼

に明らかなものとなっていたに違いない。

以後 ライ トは,自 邸の製図室,図 書室をは

じめ,ウ ィリッッ邸等のプレーリー ・ハウス

の建築空間の試みを意欲的にお し進める。


